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（１）調査期間 2026年2月16日（月）〜3月6日（金）

（２）調査方法 当金庫職員による聞き取りアンケート調査

（３）分析方法 DI（ディフュージョン・インデックス）を

中心とした分析

※DIとは、各調査項目で「増加(上昇)した」とする企業が

全体に占める構成比と、「減少(下降)した」とする企業

が全体に占める構成比との差を指数化したもの。

第143回景況アンケート調査（1～3月期）・特別調査の概要

（４）調査対象企業 当金庫取引先企業 660社

とよしん景況調査
NO.143

Page

01 第143回景況アンケート調査
（2026年1月〜3月実績 2026年4月〜6月見通し）

04

06

建設業 ー 2026年度の変化

特別調査
「中小企業経営者のライフデザインについて」

スポットライト〜がんばる地元企業〜

Page

Page

目次

株式会社パワーウェーブ

ＰｉｃｋＵｐ

“充電”という概念を世界からなくす！

製造業158社、卸売業71社、小売業72社、

サービス業101社、建設業110社、農業60社、

飲食業53社、運輸業21社、不動産業14社
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とよしん景況調査No.143

こ
の
景
況
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
当
金

庫
の
取
引
先
企
業
６
６
０
社
を
対
象
に
、

２
０
２
6
年
1
〜
３
月
期
の
景
況
と
２
０

２
6
年
４
〜
６
月
期
の
見
通
し
を
調
査
し

た
も
の
で
す
。

３

期

ぶ

り

に

業

況

低

下

２
０
２
6
年
1
〜
３
月
期
（
今
期
）
の

全
業
種
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
0
・
8
（
前

期
比
△
７
・
1
ポ
イ
ン
ト
）
で
、
プ
ラ
ス
圏

内
を
維
持
す
る
も
、
３
期
ぶ
り
に
低
下
。

収
益
面
で
は
、
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
が

7
・
4
（同
△
12
・1
ポ
イ
ン
ト
）、
収
益
判

断
Ｄ
Ｉ
が
２
・
0
（
同
△
5
・
1
ポ
イ
ン

ト
）に
低
下
し
た
。

業
種
別
で
は
、
９
業
種
の
う
ち
製
造
業
、

卸
売
業
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
建
設
業
、

今期の

業況

飲
食
業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
が
低
下
。
農
業
、

不
動
産
業
は
上
昇
し
た
。

全業種業況判断ＤＩ 今期 見通し

来期の

見通し

２
０
２
6
年
４
〜
６
月
期
（
来
期
）
の

予
想
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
４
・5
（今
期
実

績
比
＋
3
・
7
ポ
イ
ン
ト
）。
売
上
高
判
断

Ｄ
Ｉ
は
、
7
・
6
（同
＋
0
・2
ポ
イ
ン
ト
）、

収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
5
・
3
（
同
＋
3
・
3

ポ
イ
ン
ト
）の
見
通
し
だ
。

業
種
別
で
は
、
製
造
業
の
予
想
業
況
判

断
Ｄ
Ｉ
は
16
・
5
（
今
期
実
績
比
＋
17
・
1

ポ
イ
ン
ト
）
に
大
き
く
上
昇
。
行
楽
シ
ー

ズ
ン
も
見
据
え
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
2
・
0

（
同
＋
2
・
0
）
、
飲
食
業
は
△
3
・
8
（
同

＋
3
・
7
）
に
改
善
。
水
不
足
を
懸
念
す

る
調
査
コ
メ
ン
ト
が
多
く
み
ら
れ
た
農

業
は
、
0
・
0
（
同
△
3
・
3
）
の
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
。

業況判断DI 10年間の推移

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大

ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除
決
定

第
４
次
安
倍
内
閣

米
中
貿
易
摩
擦
の
深
刻
化

菅
内
閣
発
足

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

岸
田
内
閣
発
足

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

５
類
へ
移
行

今期

0.8

石
破
内
閣
発
足

製
造
業
は
大
幅
に
低
下
、
非
製
造
業

も
５
業
種
で
低
下

もっとたくさん
水浴び
したいゾウ。
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業種別

卸
売
業

業種
10～12月期
（前回）

1～3月期
（今回）

4～6月期
（見通し）

全業種 7.9

製造業 11.4

卸売業 4.2

小売業 13.9

サービス業 5.0

建設業 17.3

農業 ▲1.7

業種別天気図

やや悪い

業種
10～12月期
（前回）

1～3月期
（今回）

4～6月期
（見通し）

飲食業 0.0

運輸業 0.0

不動産業 ▲14.3

曇り空に
なっちゃった..

▲7.0
（▲11.2）

▲8.5
（▲1.5）

▲0.6
（▲12.0）

5.6
（▲8.3）

9.1
（▲8.2）

3.3
（＋5.0）

4.5  
（＋3.7）

16.5
（＋17.1）

4.2
（▲1.4）

2.0
（＋2.0）

7.3
（▲1.8）

0.0
（▲3.3）

▲7.5
（▲7.5）

0.0
（0.0）

▲3.8
（＋3.7）

▲4.8
（▲4.8）

0.0
（＋7.1）

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
7
・
0
（
前

期
比
△
11
・
2
）
、
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
11
・

3
（
同
△
7
・
0
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
0
・

0
（同
△
8
・
5
）
と
す
べ
て
前
期
比
で
低
下
。

当
面
の
重
点
課
題
に
、
「
販
路
拡
大
」
を

挙
げ
た
調
査
先
は
全
体
の
7
割
。
「
販
売
先

の
不
透
明
感
が
強
く
、
安
定
し
て
展
開
す
る

に
は
販
路
拡
大
が
必
要
」
「
販
売
先
の
高
齢

化
が
進
み
、
新
た
な
販
路
が
必
要
」
「
卸
先
の

販
路
拡
大
を
見
越
し
て
施
設
増
設
を
検
討

す
る
」な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
み
ら
れ
た
。

0.0
（▲5.0）

業
況
・
売
上
高
・
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
す
べ
て
低
下

７
割
の
企
業
が
問
題
点
に
「
販
路
拡
大
」

製
造
業

業
況
・
売
上
高
・
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
す
べ
て
低
下

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
0
・
6
（
前

期
比
△
12
・
0
）
で
マ
イ
ナ
ス
圏
に
低
下
。
売

上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
も
1
・
9
（
同
△
17
・
7
）
、

収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
5
・
1
（
同
△
4
・
4
）
と
前

期
比
で
低
下
し
た
。

原
材
料
高
を
経
営
上
の
問
題
点
と
し
て

挙
げ
た
企
業
は
46
・
8
％
。
「
物
価
高
騰
に

伴
う
値
上
げ
で
一
部
製
品
の
販
売
量
が
低

下
し
た
」
、
「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
増
産
計
画

の
遅
れ
に
よ
り
受
注
が
減
少
し
た
」
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
見
ら
れ
た
。

今期 見通し

0.8 
（▲7.1）

▲7.1
（＋7.2）

小
売
業

業
況
・
売
上
高
・
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
す
べ
て
低
下

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
活
用
も
活
発

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
5
・
6
（
前
期

比
△
8
・
3
）
、
売
上
判
断
Ｄ
Ｉ
は
8
・
3

（
同
△
27
・
8
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
1
・
4

（
同
△
9
・
7
）
と
す
べ
て
前
期
比
で
低
下
。

販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は
11
・
1
（
同
△
16
・
7
）
で

一
時
と
比
べ
落
ち
着
い
て
き
て
い
る
様
子
。

自
動
車
販
売
は
、
新
車
・
中
古
車
と
も
に

高
値
が
続
く
。
金
利
上
昇
に
伴
い
購
買
意
欲

が
鈍
化
し
て
い
る
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
宣
伝
が
集

客
に
つ
な
が
っ
た
な
ど
の
声
も
増
え
て
き
た
。

良いやや良い普通悪い やや悪い

▲30.0                 ▲10.0     10.0                  30.0                             

業況判断DI
売上高判断DI
収益判断DI

来
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
16
・
5
で
、
今

期
の
反
動
も
あ
り
、
上
昇
の
見
通
し
だ
。



今期 見通し

３
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飲
食
業

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
7
・
5
（
前

期
比
△
7
・
5
）
、
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
5
・

7
（
同
△
9
・
4
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△

15
・1
（同
△
3
・8
）と
す
べ
て
低
下
。

販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
と
仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
縮
小
し
て
い
る
が
、
引
続
き
価

格
転
嫁
が
追
い
付
い
て
い
な
い
模
様
。
客
足

へ
の
影
響
を
考
え
提
供
価
格
を
据
え
置
い

て
い
る
と
の
コ
メ
ン
ト
も
複
数
み
ら
れ
た
。

運
輸
業

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
0
・
0
（
前
期

比
増
減
な
し
）、
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
19
・0

（
同
△
9
・
6
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
4
・

8
（
同
△
28
・
6
）
と
な
っ
た
。
人
手
不
足
Ｄ

Ｉ
は
△
33
・
3
（
同
△
19
・
0
）
で
、
「
ド
ラ
イ

バ
ー
の
定
着
率
向
上
が
課
題
」
な
ど
、
半
数

超
の
52
・7
％
が
人
手
不
足
と
回
答
し
た
。

ＰｉｃｋＵｐ

農
業

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
3
・
3
（
前
期

比
＋
5
・0
）。
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
0
・
0

（
同
△
8
・
3
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
△
1
・

7
（
同
△
5
・
0
）
。
主
要
作
物
の
キ
ャ
ベ
ツ

は
、
昨
年
の
価
格
高
騰
の
影
響
か
ら
、
出
荷

数
が
増
加
し
、
価
格
は
低
下
し
て
い
る
。
ま

た
、
天
候
不
順
や
今
後
の
水
不
足
を
懸
念

す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

天
候
不
順
、
今
後
の
水
不
足
が
懸
念
材
料

／

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！＼

人
手
不
足
が
引
続
き
課
題

８
割
が
「
原
材
料
高
」
を
経
営
の
問
題
点
に

不
動
産
業

物
件
売
買
の
動
き
引
続
き
鈍
く

業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
今
期
△
7
・
1
、
来

期
0
・
0
と
な
っ
た
。
不
動
産
の
動
き
は
引

続
き
鈍
く
、
資
材
高
・
物
価
高
が
影
響
し
て

い
る
模
様
。
賃
貸
業
で
は
、
「
修
繕
費
用
上

昇
も
あ
り
、
家
賃
引
上
げ
を
検
討
」
と
い
っ

た
コ
メ
ン
ト
も
み
ら
れ
た
。

２
０
２
６
年
度
の
変
化

２
０
２
６
年
度
の
建
設
業
は
、
制
度
や
市

場
環
境
の
変
化
が
重
な
り
、
現
場
運
営
や
資

金
繰
り
な
ど
の
変
化
が
あ
り
そ
う
だ
。

人
手
不
足
と
働
き
方
の
見
直
し

1

資
材
価
格
と
コ
ス
ト
管
理

2 建
設
現
場
は
職
人
の
高
齢
化
も
進
み
、
慢

性
的
に
人
手
不
足
で
あ
る
。
２
０
２
４
年
か

ら
は
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
本
格
化
。

「
現
在
人
員
や
労
働
時
間
は
適
正
だ
が
、
工

事
時
間
管
理
は
厳
し
い
」
と
の
調
査
コ
メ
ン

ト
も
見
ら
れ
た
。
限
ら
れ
た
人
員
で
の
工
法

の
工
夫
や
現
場
効
率
化
が
よ
り
重
要
に
な
る
。

原
油
価
格
の
変
動
な
ど
を
背
景
に
、
資
材

価
格
や
輸
送
費
は
不
安
定
な
状
態
が
続
き

そ
う
だ
。
見
積
り
段
階
で
の
精
度
や
価
格
転

嫁
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
収
益
に
影
響
す
る
。

既
に
手
形
の
新
規
発
行
受
付
を
終
了
し

て
い
る
金
融
機
関
も
多
い
。
建
設
業
に
限
ら

ず
、
電
子
記
録
債
権
へ
の
移
行
が
本
格
化
す

る
。
支
払
サ
イ
ト
の
短
縮
や
資
金
回
収
の
透

明
化
が
進
む
一
方
、
資
金
繰
り
の
変
化
、
電

子
債
権
の
運
用
ル
ー
ル
、
経
理
体
制
の
見
直

し
な
ど
、
金
融
機
関
の
資
金
繰
り
支
援
も
含

め
一
層
の
対
応
が
必
要
と
な
り
そ
う
だ
。

手
形
廃
止
で
進
む
資
金
管
理

の
デ
ジ
タ
ル
化

3

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
9
・
1
に
低

下
。
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
13
・
6
、
収
益
判

断
Ｄ
Ｉ
は
12
・7
だ
っ
た
。

経
営
上
の
問
題
点
と
し
て
、
「
人
手
不

足
」
を
挙
げ
た
先
は
全
体
の
52
・
7
％
。
「
高

齢
化
、
人
手
不
足
、
若
手
離
れ
が
懸
念
」

「
人
手
不
足
で
、
こ
の
状
況
が
続
く
と
事
業

縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
な
ど
、
人
材
の
悩

み
に
関
す
る
声
も
多
く
聞
か
れ
た
。

人
手
不
足
、
工
事
時
間
の
管
理
等
に
悩
み

建
設
業

サ
ー
ビ
ス
業

業
況
・
売
上
高
・
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
す
べ
て
低
下

今
期
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
0
・
０
（前
期

比
△
5
・
0
）
、
売
上
高
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
11
・

9
（
同
△
6
・
9
）
、
収
益
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
2
・

0
（同
△
5
・9
）と
な
っ
た
。

材
料
価
格
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、
27
・
0
（
同
＋

5
・
0
）
、
来
期
Ｄ
Ｉ
は
、
25
・
0
と
高
い
傾

向
が
続
く
。
医
療
・
介
護
業
で
は
、
人
件
費
、

医
療
資
材
費
、
食
材
費
、
光
熱
費
等
の
上
昇

負
担
が
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
と
の
コ
メ
ン

ト
が
多
く
み
ら
れ
た
。

22.6 24.5
28.3

17.0 13.2

58.5

50.9

66.0

47.2

39.6

0

20

40

60

80

2025.

4-6月 7-9月 10-12月

2026.

1-3月 4-6月

業況判断DI
売上高判断DI
収益判断DI

8.4

9.2

7.2

17.3

9.1 7.3

13.1

8.3

16.2

19.1

13.6

5.5

11.2

2.8

14.4

9.1

12.7

9.1

0

10

20

2025.

1-3月 4-6月 7-9月 10-12月

2026.

1-3月 4-6月

販売価格判断DI
仕入価格判断DI

今期 見通し



事業拡大

32.9

現状維持・横ばい

50.8

事業縮小

5.9

廃業・事業

譲渡予定

2.0

わからない

8.5

4

とよしん景況調査No.143

中小企業経営者の
ライフデザインについて

特別調査

調査期間：２月16日(月)～３月6日(金)
調査対象：当金庫お取引先企業660社

経
営
者
と
し
て
現
役
を

続
け
る
年
齢
や
引
退
の
目
途

単位：%

日
本
で
は
、
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
が

進
み
、
経
営
者
の
引
退
時
期
や
事
業
承
継

の
準
備
は
企
業
の
将
来
を
左
右
す
る
重
要

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
経
営
者
自
身
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
資
産
管
理
の
状
況
は
、
会

社
の
持
続
性
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。

地
域
を
長
く
支
え
て
き
た
経
営
者
の

方
々
は
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
を
ど
の
よ
う

に
見
つ
め
、
引
退
後
を
ど
う
描
い
て
い
る
の

か
。
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
、
企
業

の
未
来
や
地
域
の
こ
れ
か
ら
の
姿
を
考
え

る
う
え
で
大
切
な
手
掛
か
り
に
な
る
。
今

回
の
特
別
調
査
は
、
当
金
庫
取
引
先
６
６

０
先
を
対
象
に
、
会
社
の
10
年
先
の
展
望

や
引
退
後
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

調
査
し
た
。

社長の平均年齢

東海4県の社長の平均年齢（2023年時点）は60.0歳、

1990年比では＋5.7歳となっています。全国平均60.5歳

（1990年比＋6.5歳）と比べて低いものの、水準は過去

最高を更新しています。

「団塊の世代」も後期高齢者の年齢に達し、事業承

継は、多くの中小企業で課題の1つとなっています。

愛知県の平均年齢は
59.6歳。
全国で３番目に
低いみたいです。

３
割
が
「
事
業
拡
大
」
と
回
答
。

調
査
先
の
社
長
の
年
齢
階
層

出典：帝国データバンク 全国「社長年齢」分析調査（2023年）
東海４県の「社長年齢」分析調査（2023年）

＜東海４県の社長平均年齢と社長交代率の推移＞

今
後

年
先
の
自
社
の

経
営
の
展
望
に
つ
い
て

10

今
後
の
10
年
先
の
自
社
の
経
営
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
展
望
し
て
い
る
の
か
聞
い

た
。
全
体
で
は
、
「
事
業
拡
大
」
は
32
・
9
％
、

「
現
状
維
持
・
横
ば
い
」
は
半
数
の
50
・
8
％

だ
っ
た
。
業
種
別
で
は
、
「
事
業
拡
大
」
は
卸

売
業
の
48
・
6
％
が
最
も
高
く
、
製
造
業
、

小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
建
設
業
含
む
5
業

種
で
３
割
を
超
え
た
が
、
飲
食
業
の
14

・

6
％
、
農
業
の
13
・
8
％
は
、
他
業
種
と
比

べ
て
特
に
低
か
っ
た
。

1.3

2.8

4.2

2.0

3.7

7.1

5.5

9.5

1.7

3.0

16.5

25.0

23.9

24.5

21.1

14.3

21.8

31.0

21.4

36.1

38.9

28.2

36.3

46.8

14.3

41.8

47.6

29.3

37.1

31.0

20.8

32.4

22.5

22.9

21.4

14.5

28.6

27.6

25.5

15.2

12.5

11.3

14.7

5.5

42.9

16.4

14.3

10.3

13.0

製造業

卸売業

小売業

サービス業

建設業

不動産業

飲食業

運輸業

農業

総合

20歳代、30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代以上
単位：%

60歳以上は38.5％



63.3

70.8

53.5

67.6

68.8

14.3

36.4

52.4

32.8

58.3

36.7

29.2

46.5

32.4

31.2

85.7

63.6

47.6

67.2

41.7

製造業

卸売業

小売業

サービス業

建設業

不動産業

飲食業

運輸業

農業

総計

賃金を引上げる

賃金を引上げない

０％以上

２％未満

52.2

２％以上

４％未満

39.2

４％以上

６％未満

8.1

６％以上

0.5
価格転嫁

ができて

いない

11.6

同業・同地域内

他社が未実施

3.6

今後の業績見通しが

不透明

27.3売上低迷や

伸び悩み

13.1

これまでに

引上げ済み

22.5

従業員が

いない

21.8

健康が続く限り

生涯現役

36.9
後継者に託せる

ようになるまで

は現役

44.0

生活資金の

見通しがつ

くまで現役

3.0

まったく考え

ていない

16.1

5

とよしん景況調査No.143

特別調査

引
退
後
の
生
活
資
金

ま
ず
は
預
貯
金
に
て
運
用
。

社
長
個
人
と
し
て
行
っ
て
い
る
資
産
管

理
・
運
用
に
つ
い
て
は
、
「
預
貯
金
（
円
貨
）
」

84
・4
％
、
「株
式
」27
・3
％
、
「投
資
信
託
」

23
・2
％
と
続
い
た
。

人
材
定
着
に
向
け
た
２
０
２
６
年
度
中

の
賃
上
げ
（
予
定
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
総

合
で
58
・
3
％
が
賃
上
げ
を
予
定
。
製
造
業
、

卸
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
建
設
業
で
は
６
割

を
超
え
た
。

賃
上
げ
率
は
0
〜
2
％
未
満
が
最
も
多

か
っ
た
。
賃
上
げ
を
実
施
し
な
い
先
の
理
由

は
、
「今
後
の
業
績
見
通
し
が
不
透
明
」が

２
０
２
６
年
度
中
の
賃
金

引
上
げ
の
実
施
に
つ
い
て

４
分
の
３
で
引
退
年
齢
の
目
途
な
し
。

経
営
者
と
し
て
現
役
を
続
け
る
年
齢
に

つ
い
て
聞
い
た
。
調
査
先
の
社
長
の
年
齢
層

が
、
60
歳
代
以
上
が
38
・5
％
と
な
っ
て
い
る

な
か
、
具
体
的
な
引
退
年
齢
の
目
途
は
、
65

〜
69
歳
が
32
・
7
％
で
ト
ッ
プ
。
引
退
年
齢

の
目
途
が
な
い
先
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
事

業
承
継
を
踏
ま
え
た
「後
継
者
に
託
せ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
は
現
役
」
が
最
も
多
く
、
製

造
業
、
卸
売
業
、
建
設
業
、
運
輸
業
で
は
５

割
を
超
え
た
。

社
長
の
経
営
者
引
退
後
の
生
活
資
金
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
半
数
超
の
54
・
4
％

が
「
十
分
だ
と
思
う
」
と
し
た
。
十
分
と
回
答

し
た
先
の
う
ち
、
54
・
9
％
は
「
貯
蓄
・
資
産

が
十
分
」
、
「
会
社
の
退
職
金
を
見
込
む
」
は

15
・0
％
と
な
っ
た
。

業
種
別
で
は
、
農
業
は

「
不
十
分
だ
と
思

う
」
と
す
る
先
が
74
・
1
％
が
最
も
多
く
、
飲

食
業
が
63
・6
％
と
続
い
た
。
い
ず
れ
も
理
由

は
「
貯
蓄
・
資
産
が
十
分
で
は
な
い
」
が
最
多

だ
っ
た
。

単位：%

60歳未満

5.6

60～64歳

12.3

65～69歳

32.7

70～74歳

28.4

75～79歳

15.4

80歳以上

5.6

単位：%単位：%

「
十
分
」
の
回
答
割
合
は
全
体
の

％
。

54

会社からの退職金

が見込める

15.0
年金・保険

が見込める

3.9貯蓄・資産がすでに

十分にある

54.9

何とかなる

26.2貯蓄・資産

が不十分

60.8

会社からの退職金が

見込めない

4.7

年金・保険が

見込めない

2.0

何となく

不安

32.6

単位：%

生活資金が「不十分」

45.6％

単位：%

生活資金が「十分」

54.4％

個
人
の
資
産
管
理
・
運
用
方
法

84.4

27.3

23.2

16.7

12.9

12.7

7.7

3.6

1.8

0.2

預貯金(円貨)

株式

投資信託

共済等

不動産

個人年金保険

何もしていない

債券

外貨預金

仮想通貨

2026年中の賃金引上げ

単位：%

経営者として現役年齢

の具体的な目途がある 24.5％
具体的な年齢

の目途がない 75.5％

最
多
の
27
・
3
％
、
続
い
て
「
賃
金
引
上
げ

済
み
」
が
22
・
5
％
、
「
価
格
転
嫁
が
で
き
て

い
な
い
」は
11
・6
％
だ
っ
た
。

賃金の引上げ率賃上げしない理由

単位：%単位：%

全
体
の

％
が
賃
上
げ
を
予
定
。

58

原
油
の
供
給
も

心
配
の
種

で
す
ね
。

（複数回答）
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国
立
大
学
法
人
豊
橋
技
術
科
学
大
学
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
る
「
株
式
会
社
パ
ワ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
」
は
、
「
充
電
」
と
い
う
概
念
を
な
く
し
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
常
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
繋
が
り
続
け
る
世
界
の
実
現
に
挑
戦
し
て
い
る
。
こ
の
世
界
が
実
現
す
る
と
、
自
動

車
で
あ
れ
ば
、
走
行
し
な
が
ら
道
路
か
ら
給
電
で
き
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。
技
術
的

課
題
や
法
規
制
な
ど
、
立
ち
は
だ
か
る
壁
は
大
き
く
て
高
い
が
、
種
田
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
阿
部
Ｃ
Ｔ

Ｏ
を
中
心
と
し
て
全
社
員
で
壁
を
越
え
て
い
く
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。
現
在
、
実
証
実
験
も

進
ん
で
お
り
、
成
長
ス
テ
ー
ジ
を
着
実
に
上
っ
て
い
く
株
式
会
社
パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
に
注
目

必
至
で
あ
る
。

「
世
界
に
動
き
続
け
る
力
」
を
！

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
が
目
指
す
社
会
と
は

株
式
会
社
パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
（
以
下
、
同
社
）

は
、
国
立
大
学
法
人
豊
橋
技
術
科
学
大
学
発
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
、
令
和
3
年
3
月
に
設
立

し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
る
。

電
動
化
・
自
動
化
が
急
速
に
進
む
現
代
社
会

に
お
い
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
ロ
ボ
ッ
ト
は
ヒ
ト

や
モ
ノ
の
移
動
を
支
え
る
不
可
欠
な
存
在
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、
そ
れ
ら
の
進
歩
を

根
本
か
ら
制
約
し
て
き
た
の
が
、
『
充
電
』
と
い

う
行
為
で
あ
る
。
充
電
の
た
め
に
、
「
止
ま
る
」

「
待
つ
」
「
交
換
す
る
」
と
い
う
行
為
が
あ
る
た

め
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
や
自
動
化
は
実
現
し

な
い
。
同
社
が
目
指
す
の
は
、
「充
電
を
意
識
せ

ず
、
動
き
続
け
ら
れ
る
社
会
」で
あ
る
。

「
大
電
力×

広
範
囲
」
で
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
走
行
中
・

稼
働
中
の
給
電
を
可
能
に
す
る
技
術
を
開
発

“充電”という概念を世界からなくす！

株式会社パワーウェーブ

所在地：豊橋市下五井町茶屋前２４番地

代表者：代表取締役CEO 種田 憲人

代表取締役CTO 阿部 晋士

設 立：令和 ３年 ３月

H P：https://powerwave.co.jp

走
行
中
や
稼
働
中
で
あ
っ
て
も
、
安
定
し
て

電
力
を
供
給
で
き
る
次
世
代
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給

電
に
よ
り
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
常
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
繋
が
り
続
け
る
世
界
を
構
想

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
単
な
る
利
便
性
の
向
上

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
世
代
の
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

同
社
は
、
次
世
代
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
の
技
術

と
し
て
、
電
界
結
合
方
式
を
用
い
た
独
自
の
ワ

イ
ヤ
レ
ス
電
力
伝
送
技
術
を
採
用
。
こ
の
技
術

は
、
コ
イ
ル
で
は
な
く
電
極(

板)

を
用
い
る
こ

と
で
、
位
置
ず
れ
に
強
く
、
ま
た
、
大
電
力
か
つ

広
範
囲
の
給
電
を
可
能
に
す
る
も
の
だ
。
同
社

で
は
、
50
Ｗ
級
の
マ
イ
ク
ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
、

1
ｋ
ｗ
級
の
Ｆ
Ａ
ロ
ボ
ッ
ト
、
更
に
は
10
ｋ
ｗ
級

の
電
気
自
動
車
ま
で
、
用
途
に
応
じ
た
製
品
開

発
と
実
証
実
験
を
段
階
的
に
進
め
て
き
た
。

今
ま
で
に
行
っ
た
代
表
的
な
実
証
実
験
と
し

て
、
①
マ
イ
ク
ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
停
車
中
給
電
、

②
工
場
や
倉
庫
内
で
稼
働
す
る
無
人
搬
送
ロ

ボ
ッ
ト
（Ａ
Ｇ
Ｖ
・Ａ
Ｍ
Ｒ
）
向
け
給
電
、
③
電
気

自
動
車
の
走
行
中
給
電
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
は
、
豊
橋
市
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
使
っ
た
実
証
実
験
を
実
施
。

充
電
ポ
ー
ト
を
4
か
所
に
設
置
し
て
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
の
停
車
中
（
乗
車
待
ち
の
間
）に
充
電

す
る
こ
と
で
、
「
待
つ
」
こ
と
な
く
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

②
は
、
共
同
開
発
を
進
め
て
い
る
企
業
の
工

場
に
て
実
施
。
既
存
の
生
産
ラ
イ
ン
や
設
備
に

大
き
な
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
導
入
で
き
る

点
が
特
長
で
あ
り
、
「
待
つ
」
「
交
換
す
る
」
こ
と

な
く
生
産
性
向
上
や
現
場
レ
イ
ア
ウ
ト
の
最
適

化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
実
証
で
き
た
。

③
は
、
大
成
建
設
グ
ル
ー
プ
が
時
速
60
㎞
で

走
行
す
る
車
両
に
対
し
て
10
ｋ
ｗ
級
の
電
力
を

目
指
す
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み

ワイヤレス給電の構想図

スポットライト～がんばる地元企業～

とよしん景況調査No.143
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次
世
代
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
の
社
会
実
装
を

阻
む
壁
と
、
そ
の
先
に
あ
る
挑
戦

「
止
ま
る
」
「
待
つ
」
こ
と
な
く
非
接
触
で
給
電

す
る
こ
と
に
成
功
。
こ
の
実
証
実
験
は
世
界
初

の
走
行
中
給
電
の
実
証
実
験
で
あ
り
、
同
社
の

技
術
が
主
要
構
成
要
素
と
し
て
採
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

三
河
地
域
の
支
援
機
関
は
同
社
に
対
し
て
必

要
資
金
の
支
援
を
実
施
し
て
き
た
。

ア
ー
リ
ー
期
で
は
、
豊
橋
市
の
令
和
5
年
度

「
未
来
産
業
創
出
補
助
金
」
の
社
会
実
装
支
援

事
業
に
採
択
さ
れ
、
先
述
し
た
豊
橋
市
中
心

市
街
地
で
の
実
証
実
験
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

当
金
庫
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
協
調
し
て

融
資
を
実
行
し
た
ほ
か
、
令
和
7
年
に
は
当

金
庫
が
信
金
キ
ャ
ピ
タ
ル
㈱
を
紹
介
し
て
、

「
し
ん
き
ん
脱
炭
素
応
援
フ
ァ
ン
ド
」
と
「
東
三

河
3
信
金
地
域
応
援
フ
ァ
ン
ド
」
に
よ
る
資
金

調
達
を
支
援
し
た
。

同
社
の
取
組
は
「
充
電
」
と
い
う
私
た
ち
の

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
行
動
を
な
く
し
、

利
便
性
の
向
上
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
誕
生
を

目
指
し
て
い
る
。
こ
の
東
三
河
地
域
か
ら
世
界

に
強
烈
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
同
社

の
取
組
を
、
当
金
庫
は
今
後
も
し
っ
か
り
と
支

援
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

敷
設
す
る
た
め
に
は
、
法
規
制
や
標
準
化
、
関

係
事
業
者
と
の
連
携
と
い
っ
た
社
会
的
な
調

整
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

同
社
は
、
実
証
実
験
に
よ
り
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
技
術
の
信
頼
性
を
示

す
と
同
時
に
、
制
度
整
備
や
標
準
化
を
見
据

え
た
議
論
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

立
ち
は
だ
か
る
大
き
な
壁
を
1
つ
ず
つ
越
え

て
い
け
る
よ
う
挑
戦
し
て
い
る
。

東
三
河
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５

の
「
東
三
河
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
大
賞
」
を
受
賞

評
価
軸
と
し
て
、
地
域
を
代
表
す
る
存
在
で

あ
る
と
評
価
さ
れ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
与

え
ら
れ
る
賞
で
あ
る
。

同
社
は
今
年
度
の
ア
ワ
ー
ド
に
お
い
て
、
大

型
の
資
金
調
達
を
実
現
し
、
数
々
の
ピ
ッ
チ
コ

ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
大
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

授
賞
式
に
出
席
し
た
阿
部
Ｃ
Ｔ
Ｏ
は
、
「
こ
の

地
域
か
ら
世
界
へ
技
術
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
意
欲
を
語
り
、
今
後
の
更
な
る
成

長
を
約
束
し
た
。

【
豊
橋
信
用
金
庫

本
店
営
業
部
・
事
業
支
援
部
】

多
く
の
支
援
者
の
協
力
も
あ
り
、
順
調
に
実

証
実
験
が
進
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
次
世
代
ワ

イ
ヤ
レ
ス
給
電
の
社
会
実
装
に
は
高
い
壁
も

存
在
し
て
い
る
。

最
大
の
壁
（
課
題
）
は
、
「
大
電
力
を
安
定
的

か
つ
安
全
に
扱
う
た
め
の
技
術
的
ハ
ー
ド
ル
」

で
あ
る
。

高
周
波
・
大
電
力
と
い
う
難
易
度
の
高
い
領

域
で
は
、
回
路
設
計
や
制
御
、
発
熱
対
策
な
ど
、

複
合
的
な
技
術
の
成
熟
が
求
め
ら
れ
る
。
加

え
て
、
道
路
や
公
共
空
間
に
給
電
イ
ン
フ
ラ
を

令
和
6
年
10
月
、
愛
知
県
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
拠
点
で
あ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
ｉ
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
ｉ
の

愛
知
県
初
の
パ
ー
ト
ナ
ー
拠
点
と
し
て
、
東
三

河
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
推
進
協
議
会
が
あ
り
、
東

三
河
地
域
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
及
び

東
三
河
地
域
の
産
業
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。

同
協
議
会
で
は
、
東
三
河
地
域
に
お
け
る

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
挑
戦
や
成
果
を
称
え
、
地

域
全
体
で
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
東

三
河
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ア
ワ
ー
ド
」
と
い
う
表

彰
制
度
を
令
和
6
年
度
か
ら
設
け
て
い
る
。

な
か
で
も
、
最
高
位
の
賞
で
あ
る
「
東
三
河
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
大
賞
」
は
、
東
三
河
地
域
で
最

も
成
長
し
た
地
域
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
表

彰
す
る
賞
で
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト

の
大
き
さ
や
資
金
調
達
実
績
、
売
上
実
績
を

豊橋市で実施した実証実験のセレモニー

受賞盾を掲げる阿部CTO(右)

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
ラ
ウ
ン
ド
に
応
じ

た
資
金
調
達
を
支
援

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
成
長
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
っ

て
名
称
が
あ
り
、
同
社
は
「
シ
リ
ー
ズ
Ａ
」
の
ラ

ウ
ン
ド
に
進
ん
で
い
る
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
に
は
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
等
か
ら
資
金
調
達
を
行
う
こ
と

が
一
般
的
で
あ
る
が
、
当
金
庫
を
含
め
た
東

スタートアップの成長ラウンド
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とよしんInstagram

「豊橋信用金庫＼みんなにエール！／」

＼とよしんが、この街のみんなの夢を応援！／

地域の皆さまととよしんが一緒に、夢の実現に向けて歩む

≪みんなにエール！プロジェクト≫を発信しています。

豊橋市小畷町579番地
TEL (0532) – 52 - 0321(代）
https://www.toyo-shin.co.jp

とよしんYoutube

「みんなにエール！」を、ここから。

@toyoshin

お気軽に取引店またはお近くの店舗までご相談ください。

法人・個人事業主のための
＜とよしん事業性＞

運転資金・設備資金

どちらにも対応！

急な入用にも対応

スピード審査！

商品要項

ご 利 用

いただける方

お 使 い み ち

ご 融 資 利 率

ご 融 資 金 額

保証人・担保

必 要 書 類

●当金庫の営業地区内に居住または事業所を有する法人・個人事業主の方

●現在の業種にて業歴1年以上かつ決算期1期以上実績のある方

●株式会社オリエントコーポレーションの保証を受けられる方

＜法 人 の 場 合＞・年商5億円以下の法人（一般事業法人に限る）

＜個人事業主の場合＞・借入申込時の年齢が満20歳以上満75歳以下の方

・安定継続した収入がある方

●運転資金・設備資金

※但し、当金庫のプロパー融資や保証協会付き等の公的融資の借換えにはご利用いただけません

●固定金利（保証料含む）／年3.9％・6.5%・8.5％・10.0％

※審査結果により適用利率が決定されます

10万円以上500万円以内（1万円単位） 6ヶ月以上5年以内（証書貸付）

保証人：法人代表者 ・毎月元金均等分割返済

（個人事業主は原則不要） （半年毎増額返済の併用不可）

担 保：必要ありません ・期日一括返済（1年以内）

お申込に必要な書類は当金庫営業窓口へお問い合わせください。

ご 返 済 方 法

ご 融 資 期 間


